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コラム＊ねんきん瓦版

　老齢年金には、受給開始年齢を遅らせて年金
額を増やせる「繰下げ」という仕組みがありま
す。75歳までの範囲で繰下げができ、請求前で
あれば繰下げを取りやめ、65歳時点にさかの
ぼって本来の額を受け取ることも可能です。
●「特例的な繰下げみなし増額制度」とは
　70歳以上の人が65歳時点にさかのぼって年
金を請求する場合、請求の５年前に繰下げが
あったものとみなして、年金を一括して受け取
れるというものです。
●新制度のポイント
　年金には時効があり、受給権の発生から５年
を過ぎると請求できません。新制度では時効が
なくなるので、70歳以降の繰下げも安心です。
●対象者
　令和５年４月以降に年金を請求する人で、次
のいずれかに該当する人

▷昭和27年４月２日以降生まれの人
▷老齢基礎・老齢厚生年金の受給権発生日が平成
　29年４月１日以降の人
●利用時の注意点
▷次の場合は、この制度は適用されません。
①80歳以降に請求するとき
②請求の５年前の日以前から障害年金や遺族年金
　を受け取る権利があるとき
③繰下げのため受給開始を待つ間に受給者本人が
　死亡し、遺族から未支給年金請求が行われたとき
▷一括受給により、過去の医療保険や介護保険の
　負担額、税金などに影響する場合があります。
【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

国民年金の「特例的な繰下げみなし増額制度」
新制度で受け取り方の幅が広がります
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魅
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伝
わ
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ガ
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Ｊ
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。
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／
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／
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狂
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あ
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す
。
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れ
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。
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狂
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介
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３
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②
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●待遇
▷条例で定める報酬の支給
※年額報酬と出動報酬があります。
※５年以上勤務すると退職報奨金があります。
▷活動中に負傷した場合は公務災害補償を給付
▷活動服や制服などの貸与
▷職務実績に応じた表彰
●応募方法　電話で担当課へご連絡ください。

【問い合わせ】
総務課　危機管理班
☎０８９３（４４）６１５０

地域を守る消防団で活動しませんか

内子町消防団員募集

　内子町消防団の新入団員を募集します。普段は
自分の仕事をしながら、災害時には消防署と連携
して消火・救助活動をするほか、平常時から訓練
をして万が一に備えています。女性団員もいて、
小学校での応急手当指導などで活躍しています。
地域の安心・安全のため、一緒に活動しませんか。
●活動内容
▷平常時
　放水・ポンプ操法訓練、車両や機械器具の点検、
　火災予防広報・啓発活動など
▷災害発生時
　消火活動、風水害時の救助活動、行方不明者の
　捜索、危険個所のパトロールなど
●入団資格　町内に居住または勤務する18歳以
　上の人で、健康な人

いざというとき、大切な人を守れる人に――
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●
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象
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子
町
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治
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介
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介
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９
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受
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内子座文楽公演内子座文楽公演
　西予市出身の人形遣いで人間国宝の吉田和

か ず お

生さん
ら豪華な出演者を迎え、４年ぶりの公演を行います。
《文楽公演》
●公演日時　８月19日（土）・20日（日）／午前の部・
　10時～正午、午後の部・２時～４時15分
●演目
▷午前の部　「二人三番叟」／「壺坂観音霊験記～沢
　市内より山の段」
▷午後の部　「団子売」／「曽根崎心中～生玉社前の
　段、天満屋の段、天神森の段」
●入場料（全席指定・税込）　松席8,000円／特竹席
　7,000円／竹席5,000円／梅席3,000円
《内子座文楽裏ツアー》
●日時　８月18日（金）午後１時～３時
●内容　文楽の実演付き解説、舞台裏の見学など
●対象者　文楽を初めて見る人または内子町在住者
●参加費　2,000円
※詳細は内子町ホームページをご覧ください。
　０１２７８２４

【申込・問い合わせ】
内子座文楽公演実行委員会（自治・学習課内）
☎０８９３（４４）２１１４

▼
詳
し
く
は
専
用
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　を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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設
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。
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２
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①
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③
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懇
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内
子
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っ
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ど
も
た
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よ
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を
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か
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●
応
募
内
容
　
内
子
ら
し
い
教
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在
り
方
に
つ
い
て
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広
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討
し
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も
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ま
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。

　
任
期
は
２
年
で
す
。
条
例
の
規
定

　
に
よ
る
報
酬
も
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
内
子
町
内
に
住
所
を

　
有
す
る
満
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歳
以
上
の
人

●
募
集
人
数
　
２
人
程
度

●�

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

を
応
募
先
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
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　「愛結び」は会員制のお見合いシステムです。結婚
を希望する男女がプロフィールを登録し、互いの情
報を閲覧します。相手に申し込みをして成立すると、
愛結びサポーターが立ち会ってお引き合わせします。
●開設日時　５月21日（日）、７月２日（日）、９月３日
　（日）／午前11時～午後３時
※受付は午後２時まで。事前に予約が必要です。
●場所　内子町図書情報館
●利用方法　「愛結びコーナー」を利用するためには、
　登録が必要です（右図参照）
●入会登録料　１万円（２年間）
※登録料は本登録時に必要になりますので、「愛結
　びコーナー」に持参してください。
※新型コロナの状況で急遽中止する場合もあります。
【申込・問い合わせ】
えひめ結婚支援センター南予事務所
　�https://www.msc-ehime.jp/aimusubi/
☎０８９３（５７）６７０５

「愛結びコーナー」「愛結びコーナー」でで２人の出会い２人の出会いををサポートサポート
～会員制で安心のお見合いシステム～

書類を持って現地で本登録
①独身証明書（戸籍抄本でも可）②健康保険証
③写真付きの身分証（運転免許証など）④閲覧
用写真１～２枚（３カ月以内のもの。本人の上
半身の写真で L判程度の大きさ）――　をそろ
えて「愛結びコーナー」へ持参し、本登録する

入会申込と来所予約
会員用ＩＤとパスワードで会員ログインをして

「愛結び」への入会申込と来所予約をする

事前登録
えひめ結婚支援センターのホームページにアクセ
スし、「入会申込み」から、えひめ結婚支援セン
ターの会員になる

STEP

STEP

STEP

「「愛愛結結びび」」のの登登録録方方法法

初めての人はまず登録！

aimusubi

１

２

３
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2木造住宅耐震診断・改修補助
　内子町は地震災害に備えるため、木造住宅の耐
震診断や耐震改修工事費用の補助を行っていま
す。地震や強風で屋根瓦が落ちたり飛んだりする
被害を軽減する耐風改修もあります。ぜひご利用
ください。

①まずは耐震診断！

②評点が1.0未満の場合

●補助の対象　空き家の所有者
●除却業者　町内で建設業の許可（土木、建築、解
　体）を受けたもの、または解体工事業の登録を
　受けたもの
●補助金の額
　補助対象経費の５分の４以内（上限80万円）
※詳細は、お問い合わせください。

　老朽化した空き家が地震で倒壊し、避難路をふ
さぐなどの危険を減らすため、その除却費用の一
部を補助しています。
●対象となる空き家
▷住宅の不良度判定により、住宅の不良度が100
　以上と判断された空き家
▷倒壊で沿道をふさぎ、避難に支障を来す恐れが
　ある空き家

3老朽危険空き家除却費用補助

「木造住宅なので、とりあえず耐
震診断をしてみたい」という人に
は、内子町から耐震診断技術者
を派遣します。耐震診断料は町
が負担します。評価料の 3,000
円または9,900円は自己負担と
なります。

耐震診断の結果、耐震性を表す
総合評点が 1.0未満の場合は、
大地震で建物が倒壊する可能性
があります。診断書から建物の
弱点が見えてきますので、その
弱点を改善するための「耐震工
事」をご検討ください。

●対象となる木造住宅
　次のいずれにも該当する住宅
▷昭和56年５月31日以前に着工された住宅（店
　舗併用住宅も含む）
▷耐震診断の結果、総合評点が1.0未満で、改修
　後1.0以上となる住宅（段階的改修は0.7以上）
※耐震改修に伴う瓦屋根の耐風改修が可能。
●補助の対象　対象住宅の所有者
●補助金の額

項目 補助限度額 補助率

耐震設計 30万円
対象経費全額

（消費税除く）
耐震工事 110万円
工事監理 ６万円
耐風改修 55．2万円 工事費の23%

Check
木造住宅耐震改修補助の詳細

小規模な耐震にも対応――
《段階的改修》
評点0.7にまで改修する場合、工事費用の60万
円まで全額補助します。
《耐震シェルター》
住宅内の一部を強固な空間（シェルター）にす
ることもできます。その場合、工事費用の40万
円まで全額補助します。

！ 南海トラフで今後40年以内にマグニチュード８～９級の地震が発生する確率は、90％程度といわれています――
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　ブロック塀などの安全確保は、所有者の責任で
す。危険を未然に防ぐため、自宅の塀の安全点検
を、下記を参照に行ってください。１つでも「〇」
が付かない項目がある場合は、速やかに専門家に
相談し、除却や改修を検討してください。

　大きな地震が発生すると、建物だけでなく塀や
擁壁などが倒れ、大きな被害につながることがあ
ります。特に道路沿いにある塀が倒れると、通行
人などに危険が及ぶ他、緊急車両の通行に支障を
来し、避難や救助の妨げとなります。

【補助の概要】
●対象者　町内のブロック塀などの所有者で、町
　税を滞納していない人
●補助対象物件　避難の際に使用する道路沿いに
　あるブロックやれんが、石などで作られた塀で、
　内子町の基準で危険と判断されるもの
●補助対象経費　ブロック塀などの除却・板塀な
　どへの建て替えを行う工事に係る経費
●補助額　補助対象経費の３分の２以内。上限は
　30万円。ブロック塀などの延長１㍍につき８万
　円を限度額とする

①

　　③

②

④

⑤

地面

鉄筋

①高さ

②基礎

④控え壁

⑤ひび

地面

厚さ③

①塀の高さが地盤から2.2㍍以下になっている

②深さが30㌢以上の基礎がある

③塀の厚さが10㌢以上ある（①が2㍍以上は15㌢）

④3.4㍍ごとに①の１／５以上の長さの控え壁がある

⑤塀に傾きやひび割れがない

●れんが・石・鉄筋のないブロックの場合 ●鉄筋のあるブロックの場合

Check
全部〇が付きますか？ ―あなたの家の塀の「安全点検チェック」―

内子町の補助事業で地震対策

①塀の高さが地盤から1.2㍍以下になっている

②深さが20㌢以上の基礎がある

③塀の高さの１／10以上の厚さがある

④４㍍ごとに③の1.5倍以上の長さの控え壁がある

⑤塀に傾きやひび割れがない

1ブロック塀などの安全点検をしよう

【申込・問い合わせ】建設デザイン課  建築・営繕係　☎０８９３（４４）６１５７

――　あなたの住まいは安全ですか　――

町では安全で
景観に配慮し

た板塀の設置

を推奨してい
ます。補助を

利用して、ブ

ロック塀の除
却や建て替え

をしませんか。

最大最大30万円の補助万円の補助

ブロック塀等
安全対策事業
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行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か
ら

行
政
へ
の
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
５
年
度
の
行
政
相
談
委
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
行
政
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

　
堰
上
げ
の
開
始
後
は
、
川
の
流
れ

を
止
め
る
こ
と
で
上
流
の
水
位
が
上

昇
し
ま
す
。
危
険
な
の
で
川
に
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
15
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

●
場
所
　
龍
宮
堰（
五
十
崎
凧
博
物

　
館
付
近
に
あ
る
堰
）

【
問
い
合
わ
せ
】

五
十
崎
土
地
改
良
区
事
務
局（
内
子

分
庁
農
林
振
興
課
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
梅
雨
や
台
風
の
季
節
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害

は
、
事
前
の
準
備
や
心
構
え
に
よ
っ

て
被
害
を
防
い
だ
り
軽
く
し
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
皆
さ
ん
の
家

庭
で
は
災
害
へ
の
備
え
が
で
き
て
い

ま
す
か
。

《
災
害
時
の
５
つ
の
備
え
》

▽
応
急
手
当
用
品
の
準
備

▽
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備

▽
飲
料
水
や
非
常
食
の
備
蓄

▽
貴
重
品
や
非
常
持
出
品
の
準
備

▽
家
族
や
近
所
の
人
と
避
難
場
所
や

　
避
難
経
路
を
決
め
て
お
く

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日（
水
）で
す
。コ
ン
ビ
ニ
や

金
融
機
関
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ス

マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
付
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
５
月
10
日
頃
に
届

く
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
税
務
室

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　
２
０
２
３
年
春
の「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
協
力
隊
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
昭
和
28
年
７
月
５
日

　
～
平
成
16
年
１
月
２
日
生
ま
れ
の

　
人
で
、
日
本
国
籍
を
持
つ
人

●
応
募
方
法
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力

　
隊
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
応
募

　
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
サ
イ

　
ト
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

s://w
w

w
.jica.g

o
.jp

/

　volunteer/

●
応
募
期
限
　
７
月
３
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

☎
０
４
５
（
４
１
０
）
８
９
２
２

　
再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

新
た
な
技
術
な
ど
を
身
に
付
け
ら
れ

る
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
科
　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科
、

　
溶
接
も
の
づ
く
り
科
、
電
気
設
備

　
技
術
科
、
住
宅
・
福
祉
リ
フ
ォ
ー

　
ム
科
、住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科

●
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指

　
示
・
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

●
期
間
　
７
月
４
日
か
ら
６
カ
月
間

●
受
講
料
　
無
料

●
応
募
期
限
　
６
月
２
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

☎
０
８
９
（
９
７
２
）
０
３
２
９

ま
ち
の
身
近
な
相
談
役

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介（内子地区）

中野見
けんしゅう

秀さん
＝和田＝

（小田地区）
西岡千

ち よ こ

代子さん
＝小田下＝

（五十崎地区）
宮部哲

てつあき

明さん
＝岡第２＝

河
川
の
増
水
に
注
意
―
―

龍
宮
堰
の
堰
上
げ
を
し
ま
す

上げた状態の龍宮堰

も
う
一
度
見
直
そ
う

災
害
へ
の
備
え
５
カ
条

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

世
界
で
生
か
す
あ
な
た
の
力

海
外
協
力
隊
を
募
集
中

再
就
職
へ
無
料
の

職
業
訓
練
を
活
用
し
よ
う

くらしの情報
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10
月
に
愛
媛
県
で
開
催
す
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

が
お顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
」
の
運
営
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
全
国
か

ら
集
ま
る
選
手
の
皆
さ
ん
を
一
緒
に

お
迎
え
し
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
期
間
　
10
月
27
日（
金
）
～

　
31
日（
火
）

●
応
募
期
限
　
５
月
31
日（
水
）

※
詳
し
く
は
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
実
行
委
員
会
事
務
局（
愛

媛
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
課
内
）

☎
０
８
９
（
９
６
１
）
１
５
０
９

　　
身
体
障
害
者
補
助
犬
は
、
盲
導

犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
の
総
称
で
す
。

愛
媛
県
で
は
毎
年
、
身
体
障
害
者
補

　
該
当
す
る
手
続
き
を
検
索

※
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
と
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

　
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

《
健
康
講
座（
講
話
／
調
理
実
習
）》

●
内
容
　「
健
診
に
つ
い
て
」／「
３
・

　
１
・
２
ご
は
ん
」

●
日
時
　
５
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

●
場
所
　
う
ち
こ
福
祉
館

●
定
員
　
15
人（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
３
０
０
円

●
持
参
品
　
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
６
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所
　
う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

▽
年
間
利
用
料
　
４
０
０
０
円

▽
面
積
　
１
区
画
70
㎡

《
五
十
崎
市
民
農
園
》

▽
募
集
区
画
　
９
区
画

▽
年
間
利
用
料
　
３
０
０
０
円

▽
面
積
　
１
区
画
50
㎡

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

※
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
、
２
区

　
画
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　　
子
育
て
や
介
護
に
関
す
る
手
続
き

の
一
部
が「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
役
場
の

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24
時
間
い
つ

で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
の
手
順

①「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス

　
し
て「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を

　
選
択

②「
愛
媛
県
・
内
子
町
」を
選
択
し
て
、

助
犬
を
希
望
者
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
期
限
　
５
月
下
旬

※
応
募
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
場
所
　
内
子
町
役
場
保
健
福

　
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
確
認
す
る
か
、
担
当
課
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
２
３

　
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
こ
れ
か

ら
農
業
を
始
め
た
い
人
な
ど
に
農
地

を
貸
し
出
し
ま
す
。

《
エ
コ
ロ
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
七
反
市
民
農
園
》

▽
募
集
区
画
　
19
区
画

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

集

募

市
民
農
園
の
利
用
者
募
集

知

ら

せ

お

う
ち
こ
福
祉
館
の
ご
案
内

「
身
体
障
害
者
補
助
犬
」の

給
付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

役
場
の
手
続
き
は
ス
マ
ホ
で

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」

ま
ち
の
身
近
な
相
談
役

行
政
相
談
委
員
の
ご
紹
介

河
川
の
増
水
に
注
意
―
―

龍
宮
堰
の
堰
上
げ
を
し
ま
す

七反市民農園の様子
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